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輸血部は中央診療部の一部門に属し.昭和41年8月1日に救急室を借bの住居として関都致し

ました.

輸血部の意義とは､患者さんが輸血を必要とした場合.優秀を血液を正確に､且つ敏速に間に合

せることにあbます【

年間､輸血部で取放っている血液は大凡1.500Eで､最も使用率の高い疾患は悪性瞳壕でござ

いますo輸血部は一般の科と異を少､患者さんと揺する機会は頓くまれで治療に必要オ血液礎供に

訪れる供血者が対象とオってかbます.

此処では予算等の関係で栄養剤､飲物等のサービスは出来ない現状にあbますので､せめてもと

休養室にソフT-をせき､絵阜かけたb致 しまして､御苦労様です(どうぞ､気をお楽に､有難う

ございました,,オど御挨拶に感謝の気拝をあらわしているつもbでございせすo

採血時も針を刺す際は,失礼致 します､と申し上げ叉､血圧の高い方や俺々の疾患に対する説明し

採血後の保健指導 も行ないまして音んでいただいてかbますの

採血する血液は優秀をものを必要としますので問診は医師の重要を業務であれ 採血には苦痛､

恐怖を与へることの希い棟､極力心がけてか9､皮勧 1らの細粛感染防止には消毒を広範囲に厳重

に行をh凍血､溶血防止に吸引器,振遼器を使用.効果を上げておbTiナo

輸血用血液は摂氏4･-6度に保管することが絶対条件ですので.自記温度計及び温度変化に醤報

ブザーのオる冷蔵庫に保管され､同時免血された検査用血液によb異常を認めた場合は直ちに患者

の受持医に連絡､同時に供血者にもお知らせしまして､廃棄処分と致しておbま+0

-本の血液が輸血される迄には.受付､問診､採血検査を経ますが.此の間､些細オ聞達hも慮

者さんを危険に追いやることにオbますので緊張の連紀でございます∩

部長,副部長は併任で開部5年目を迎えた今､尚.専任の医師は定まらず､各科半年交替の医師

の援助によb問診が行をわれておbますが､異った敬瞳の集りの中で正確､迅速を要求されますの

で此処に尊づか しh和の問題が出てまいります【其の解決の一つとして毎週木摺日に木曜会と称す

る会を設け､話 し合いによってか互の立場を理解､尊重して目的に沿うための手段を考え.追求前

進に心がけてかbますの今のところ､比の会は､大変効果を上げているものと思われ菩んでおbま
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す｡

次の間題を申し上げますと､御承知の如く軌血部は暫定の名の許に､外来棟に移って4年目を迎

えておりますo病壷､手術部に遠く尚分bにくレ場所にあって緊急時殊に夜間の採血私出は勿論､

日中の業務におきましても時間の浪費に加えて無駄を労働力を強いられることにオ9､所要時間を

調べてみましたが､往復に必要を時間は手術部は4分余.7階迄エレベーター使用8分､階段を昇

降すれば10分近くカかbまして之に払出しの時間が10分随必要と葱9ますb加えて断熱性バックに採血瓶を入

れた重割も -漆約5006.8太ともな軸王4-5K妃 く､科によって吐1日8回圧くも磁 致LJiL戯 静ことって過

重と云えるのでは古いでし上うかo之では迅速を必要とする輸血部の意義にも反することと存 じま

す｡又､採血者に関しても位置を指示する方向板はございますが､余程馴れた方でオいと､しばし

ば迷っている状態で.従って家族は患者を置去bにして案内していらっしゃる枝で此処にももっと

分b易い近いところであったらとの要望が出てまhbますハ

当直室にも問題があbまして､現在､外来棟 1階の外来老体尊重を之 も暫定と云うことで与えら

れておbますが､外来患者に不 自由をおかけしていると同時に輸血部におきましても検査室よb更

に5分余b離れておb前述の如き支障が当然あるものと思われます【

以上が輸血部の実態でございますが､一日も早く理想的を輸血部に希少ますことを望んでおbま

すと共に努力致してゆくつもbでございます.
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